
1

全国の学校における暑さ指数（WBGT）情報の活⽤状況調査（1/2）

 ⽬的
「学校現場における熱中症対策ガイドライン作成の⼿引き（仮称）」の策定に
資するため、実際に学校現場で実施されている暑さ指数（WBGT）の活⽤等の
熱中症対策について、Webや電話等によるヒアリングを実施する。

 調査対象校の選定
 「WBGT」「学校」等のキーワードでWeb検索を⾏い、
WBGT計を活⽤している学校の選定とその活⽤内容を
把握する。
（案）
 ⼭梨県市川三郷町⽴六郷⼩学校／横浜市⽴獅⼦ヶ⾕⼩学校／

熊本市⽴⿓⽥⻄⼩学校
 岐⾩市⻘⼭中学校／熊本市⽴⻄⼭中学校
 ⼭形県⽴⼭形中央⾼等学校／その他の⾼等学校 など

 「全国の教育委員会で作成されている熱中症対策マニュアルやガイドラインの
調査」で選定された教育委員会より、WBGT計の活⽤を推進している学校を紹
介していただく。

 上記の２点より、ヒアリング対象校を「５校程度」選定する。
選定は、熱中症対策マニュアルが整備されていて、WBGT計が設置されている
学校を基本とする。
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携帯型WBGT計と測定⽅法

・⿊球を⽇光に当てる ・地上1.1m程度の⾼さで測る
・壁などの近くを避ける ・値が安定してから、測定値を読み取る

参考

設置型WBGT計

出典︓環境省「暑さ指数計の使い⽅マニュアル」「環境保健マニュアル2018」
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 ヒアリング項⽬・内容
項⽬ 内容

WBGT計の導⼊経緯  熱中症マニュアルが存在していて、それに則して導⼊
 保護者等の要請に応じて導⼊
 学校独⾃の判断で導⼊
 予算の確保経緯
 その他の理由から

WBGT計の設置について  設置時期
 設置型、携帯型の台数
 設置場所（屋内、屋外） 等

WBGT計の運⽤状況  観測値を活⽤した判断基準及び判断者への情報提供、教職員へ
の指⽰等の体制整備状況

 観測値の確認、記録等の観測体制の整備状況（観測者や頻度）
 観測値の周知状況（周知の⽅法など）

WBGT計の活⽤⽅法  観測値等から今後の⾏動を律する等、危機管理の体制が整備さ
れているか。

 ⾏動の変更例
他機関から公表されているWBGT値を含めた総合的な判断・活⽤
WBGT計の活⽤に関する意⾒、熱中症警戒アラートに関する要望・課題 等
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